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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

６
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

石
濱
孝
二
氏
（
大
阪
警
察
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

周
術
期
口
腔
機
能
管
理
の
効
果
と
歯
科
診
療
所
と
の

連
携
に
つ
い
て

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
12
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

定
員　

 

20
院
所
（
会
員
院
所
限
定
。
ス
タ
ッ
フ
同
行
可
。
要

事
前
申
込
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

歯
科
診
療
室
に
お
け
る
救
命
救
急
処
置
―
Ａ
Ｅ
Ｄ
実

習
を
交
え
て
―

南
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

 

７
月
14
日
（
火
）
〜
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後

７
時
（
最
終
日
は
３
時
ま
で
）

会
場　

 

薬
業
年
金
会
館
２
階
（
地
下
鉄
谷
町
線
「
谷
町
６
丁

目
」
駅
す
ぐ
）

※
出
展
者
募
集
中
（
２
点
ま
で
５
千
円
）

余
技
展

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

７
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

道
重
文
子
氏
（
大
阪
医
科
大
学
看
護
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

口
の
健
康
は
命
の
源
―
口
腔
ケ
ア
で
肺
炎
予
防

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

 

７
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
開
演　

午
後
１
時

15
分
頃
終
了
予
定

会
場　

 

国
立
文
楽
劇
場
大
阪
（
地
下
鉄
堺
筋
線
、
千
日
前

線
、
近
鉄
線
「
日
本
橋
」
駅
す
ぐ
）

演
目　

「
ふ
し
ぎ
な
豆
の
木
」「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

会
費　

 

大
人
３
８
０
０
円
、
学
生
２
４
０
０
円
、
中
学
生
以

下
１
９
０
０
円
（
協
会
特
別
価
格
）

※
参
加
希
望
者
に
振
替
用
紙
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
キ
ャ
ン

セ
ル
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
終
了
後
、
桐
竹
勘
十

郎
さ
ん
が
舞
台
裏
を
案
内
し
ま
す
。

文
楽
を
た
の
し
む
会

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

６
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
港
区
）、
副
島
之
彦
氏
（
門
真
市
）

会
費　

会
員
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円
（
資
料
代
込
み
）

内
容　

 

勤
務
医
時
代
に
知
っ
て
お
き
た
い
開
業
の
基
礎
、
新

規
開
業
の
届
出
に
つ
い
て
解
説

こ
れ
か
ら
開
業
を
考
え
る
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー

Ⓒ2014「救いたい」制作委員会

　

集
団
的
自
衛
権
が
違
憲
な

ん
て
９
条
を
読
め
ば
議
論
は

無
用
と
高
慢
に
考
え
て
し
ま

う
。「
我
が
軍
」
発
言
も
大

し
て
問
題
と
な
ら
ず
、
自
衛

隊
が
既
成
事
実
と
し
て
存
在

す
る
現
代
、
そ
ん
な
頭
で
は

通
用
し
な
い
。

　

武
装
な
ら
ぬ
理
論
武
装
は

必
要
で
あ
る
。
大
澤
真
幸
・

木
村
草
太
両
氏
の
対
話
形
式

の
著
『
憲
法
の
条
件　

戦
後

70
年
か
ら
考
え
る
』（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版
新
書
）
で
木
村
氏
は

前
文
・
９
条
の
平
和
主
義
か

ら
で
は
無
く
、
前
文
・
13
条

に
よ
り
個
別
的
自
衛
権
は
許

さ
れ
、
な
ん
と
73
条
に
よ
り

ら
れ
た
ら
日
本
は
や
っ
て
い

け
な
い
か
ら
持
と
う
。
反
対

派
は
認
め
た
ら
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
る
か
ら
だ
め
だ
と
い

う
。
激
し
く
対
立
し
て
い
る

よ
う
で
い
て
、
い
ず
れ
の
議

論
も
利
己
的
で
あ
る
点
は
同

じ
。
ど
ち
ら
も
国
際
公
共
価

値
に
は
目
を
向
け
て
い
な
い

か
り
と
し
か
思
え
な
い
押
し

付
け
憲
法
論
へ
の
反
論
が
理

性
的
か
つ
品
格
高
く
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　

敗
戦
の
屈
辱
か
ら
ど
う
し

て
も
日
本
国
憲
法
を
肯
定
出

来
な
い
人
達
へ
至
上
の
優
し

さ
を
も
っ
て
古
典
「
雨
月
物

語
の
一
篇
「
白
峰
」
の
崇
徳

上
皇
の
苦
悩
の
台
詞
「
さ
れ

ど
い
か
に
せ
ん
」を
引
用
し
、

「
あ
な
た
達
も
日
本
国
憲
法

の
内
容
の
素
晴
ら
し
さ
は
わ

か
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

あ
な
た
達
な
ら
押
し
付
け
ら

れ
た
と
主
張
せ
ね
ば
な
ら
ん

醜
い
気
持
ち
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
筈
で
す
よ
」
と
呼
び
か

け
よ
う
と
い
う
。
何
と
い
う

粋
人
で
も
あ
ら
せ
ら
れ
る
こ

と
か
！　

ぜ
ひ
著
書
を
ご
一

読
さ
れ
、
論
憲
の
ニ
ュ
ー
ヒ

ー
ロ
ー
・
木
村
草
太
氏
の
魅

力
に
酔
い
し
れ
て
く
だ
さ

い
。 

（
堺
市
・
江
原
豊
）

　

「
救
い
た
い
」（
２
０
１

４
年　

監
督
：
神
山
征
二
郎

　

出
演
：
鈴
木
京
香
、
三
浦

友
和
、
貫
地
谷
し
ほ
り
、
他
）

　

６
月
24
日
（
水
）、
吹
田

市
文
化
会
館
メ
イ
シ
ア
タ
ー

中
ホ
ー
ル
。
①
10
：
30
②

14
：
00
③
19
：
00
。
震
災
後

の
仙
台
に
暮
ら
す
女
性
医
師

が
向
き
合
う
生
と
死
、
明
日

に
向
か
っ
て
生
き
る
人
々
と

の
交
流
を
描
く
。

５
月
の
連
休
明
け
に
審
議
す

る
と
い
う
や
り
方
は
お
か
し

い
。
既
成
事
実
を
つ
く
っ
て

国
民
を
欺
く
つ
も
り
か
と
疑

わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
は
国
民
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
も
、
メ
デ
ィ
ア
な

ど
で
の
自
民
党
と
の
討
論
は

望
む
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、

先
方
は
な
か
な
か
応
じ
ま
せ

ん
。

　

歴
代
自
民
党
政
権
は
、
憲

法
９
条
の
故
に
専
守
防
衛
に

徹
す
る
こ
と
を
国
是
と
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
変
え
る

と
い
う
の
な
ら
、
立
憲
主
義

に
の
っ
と
り
正
々
堂
々
と
国

民
的
な
議
論
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

安
倍
政
権
は
昨
年
７
月
、

「
緊
急
の
課
題
」
と
し
て
閣

議
決
定
に
よ
り
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
に
道
を
開
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
政
府
の
主
張

す
る
「
国
の
存
立
が
脅
か
さ

れ
る
事
態
」
と
は
、
個
別
的

自
衛
権
で
対
応
可
能
な
も
の

で
あ
り
、
米
国
な
ど
他
国
の

戦
争
に
加
担
し
て
海
外
派
兵

す
る
と
い
う
狙
い
を
覆
い
隠

す
詭
弁
（
き
べ
ん
）
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
憲
法
９
条
を
無
視

し
た
行
い
で
す
。

　

そ
れ
に
、
緊
急
の
課
題
と

言
う
の
な
ら
、
な
ぜ
昨
年
夏

か
ら
国
会
で
の
議
論
を
先
延

ば
し
し
て
い
る
の
か
。
衆
院

選
や
統
一
地
方
選
が
終
わ

り
、
国
民
の
関
心
が
冷
め
た

り
、
そ
れ
が
誤
作
動
し
な
い

よ
う
に
憲
法
で
枠
を
与
え
る

―
―
そ
れ
が
立
憲
主
義
の
考

え
方
で
す
。

正
々
堂
々
と

議
論
を

ら
、
間
違
い
を
犯
す
こ
と
も

あ
る
。
憲
法
を
通
じ
て
、
国

民
が
そ
れ
を
規
律
し
て
い
く

と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　

国
家
は
そ
こ
に
住
む
個
々

人
を
幸
せ
に
す
る
た
め
の

「
サ
ー
ビ
ス
機
関
」
で
あ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う

で
は
な
く
「
憲
法
や
９
条
を

政
府
に
守
ら
せ
よ
う
」
と
訴

え
る
べ
き
で
す
。

　

憲
法
は
、
国
民
が
国
家
権

力
に
守
ら
せ
る
た
め
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
（
手
引
書
）
で
あ

り
、
国
民
が
守
る
べ
き
ル
ー

ル
で
あ
る
民
法
や
刑
法
な
ど

他
の
法
律
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
の
で
す
。

　

立
憲
主
義
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

世
界
で
最
古
の
成
文
憲
法

は
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲

う
な
安
倍
政
権
の
「
壊
憲
」

の
動
き
は
、
立
憲
主
義
を
破

壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

憲
法
は

「
守
ら
せ
る
」も
の

　

日
本
社
会
で
は
、
ま
だ
ま

だ
憲
法
が
何
か
が
し
っ
か
り

理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
以

前
、
憲
法
記
念
日
の
デ
モ
隊

に
遭
遇
し
た
時
、「
憲
法
を

守
ろ
う
、
９
条
を
守
ろ
う
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ

　

私
は
改
憲
論
者
の
立
場
か

ら
、
憲
法
９
条
を
改
正
す
べ

き
だ
と
30
年
以
上
前
か
ら
主

張
し
て
き
ま
し
た
。
侵
略
戦

争
を
放
棄
し
、
自
衛
の
た
め

の
戦
力
を
認
め
る
内
容
と

し
、
条
文
を
よ
り
明
確
に
す

る
趣
旨
で
す
。
し
か
し
、
近

年
の
、
国
民
を
た
ば
か
る
よ

わ
け
で
す
」
と
の
指
摘
は

「
９
条
の
会
」
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
事
で
、
一
国
平
和

主
義
の
固
執
に
陥
る
事
無
く

平
和
維
持
の
為
の
戦
争
で
は

な
く
軍
事
以
外
で
の
国
際
貢

献
を
推
進
す
べ
き
と
の
決
意

を
改
め
て
せ
ね
ば
と
思
い
知

ら
さ
れ
る
。

　

『
テ
レ
ビ
が
伝
え
な
い
憲

法
の
話
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）

で
は
、
私
な
ど
に
は
言
い
が

集
団
的
自
衛
権
は

決
定
的
に
違
憲
で

あ
る
と
解
説
さ
れ

納
得
さ
せ
ら
れ

た
。
す
な
わ
ち
73

条
に
内
閣
の
権
限

と
し
て
「
対
外
的

軍
事
」
の
規
定
は

無
い
！

　

「
集
団
的
自
衛

権
の
賛
成
派
は
ア

メ
リ
カ
に
見
捨
て

法
」
で
す
。
18
世

紀
後
半
、
大
英
帝

国
と
の
独
立
戦
争

に
勝
利
し
た
人
び

と
は
、
王
と
貴
族

に
よ
る
封
建
制
を

排
し
、
憲
法
に
よ

っ
て
権
力
を
縛
る

「
立
憲
主
義
」を
う

ち
た
て
ま
し
た
。

弱
い
存
在
で
あ
る

人
間
が
国
家
権
力

を
預
か
る
の
だ
か

若
き
憲
法
学
者
が
授
け
る
理
論
武
装

『憲法の条件　戦後70年から考える』
『テレビが伝えない憲法の話』

木村草太〈著〉

立
憲
主
義
の
破
壊
許
さ
な
い

慶
應
大
学
名
誉
教
授　

小
林
節
さ
ん

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

上
映
会

論論
点点

一
般
１
２
０
０
円
（
当
日
５

０
０
円
増
）、
子
ど
も
・
障

害
者
・
シ
ニ
ア
１
０
０
０
円

主
催
・
い
の
こ
の
里
を
育
て

る
会
、
問
い
合
わ
せ
06
・
６

５
６
８
・
７
７
３
１
（
永
松
）

生活保護医療機関
指定「失効」にご注意！
　生活保護法改正による指定
医療機関制度の変更に伴い、
従来の指定は６月末で失効と
なります。
　引き続き指定を受ける場合
は、改めて最寄りの福祉事務
所等に申請してください。指
定には申請から１カ月程度を
要します。
　なお、2014年７月以降に指
定を受けた医療機関は、再申
請の必要はありません。
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